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必要枚数の目安

施工方法について

ラグの場合

施工ポイント

施工手順
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ラグサイズ 150×200 ㎝

12 枚

ラグサイズ 200×200 ㎝

16 枚

ラグサイズ 200×250 ㎝

20 枚

ラグサイズ 200×250 ㎝

20 枚

①掃除をする
床面のホコリ、砂、水、ゴミなどは敷く
前に除去してください。
※ワックス掛けした後は、完全に乾いてから敷い
てください。乾燥が不十分だと敷物の型が付く恐
れがあります。

［敷き詰めの場合］
①敷き詰めの場合は、部屋のサイズを測り、貼り始めの位置を決めます。
②部屋の中心に基準線を引きます。基本はセンター割り付けをしますが、両端にあまり細かい材料がこない
ようにセンターをずらして割り付ける場合もあります。仮並べをして、貼り位置を確認することをお勧めします。
③カッターで簡単に切れるのでお部屋や家具の凸凹にも合わせてユニットラグをカットしてください。
※ カッターナイフをご使用の際は十分にご注意ください。カット面によっては、パイルの目こぼれが生じる場合があります。その場合は、木
工用ボンドを水で薄めたものを、カットしたパイルの 根の部分へ軽く塗布して目止めを施してください。

③掃除機をかける
敷き終えたら掃除機をかけてください。
※製造時に取りきれなかった糸クズが出る場合
がありますが、品質不良品ではありません。

ユニットラグ裏面の矢印方向を確認し、
「流し貼り」または「市松貼り」にしてください。
裏面の矢印方向を

確認 流し貼り 市松貼り

流し貼り 市松貼り ランダム貼り

POINT 1 ユニットラグは、置き敷きですので、敷き直しができます。

POINT 2
カッターで簡単に切れるので
お部屋や家具の凸凹にもぴったりフィットします。

※ カッターナイフをご使用の際は十分にご注意ください。
※ カット面によっては、パイルの目こぼれが生じる場合があります。その場合は、木工用ボンドを水で薄めたものを、

カットしたパイルの 根の部分へ軽く塗布して目止めを施してください。

※家庭用床掃除ロボットのご使用は、掃除機本体の注意事項をお守りください。

単位：㎝ 団地間 江戸間 中京間（三六間） 京間（本間） 単位：㎝ 団地間 江戸間 中京間（三六間） 京間（本間）

1 畳
85 × 170 88 × 176 91 × 182 95.5 × 191

6 畳
255 × 340 261 × 352 273 × 364 286 × 382

8 枚 8 枚 8 枚 8 枚 42 枚 48 枚 48 枚 48 枚

2 畳
170 × 170 176 × 176 182 × 182 191 × 191

8 畳
340 × 340 352 × 352 364 × 364 382 × 382

16 枚 16 枚 16 枚 16 枚 49 枚 64 枚 64 枚 64 枚

3 畳
170 × 255 176 × 261 182 × 273 191 × 286

10 畳
340 × 425 352 × 440 364 × 455 382 × 477

24 枚 24 枚 24 枚 24 枚 63 枚 72 枚 80 枚 80 枚

4.5 畳
255 × 255 261 × 261 273 × 273 286 × 286

12 畳
425 × 425 440 × 440 455 × 455 477 × 477

36 枚 36 枚 36 枚 36 枚 81 枚 81 枚 100 枚 100 枚

敷き詰めの場合

※実際の現場でご確認をお願い致します。

メンテナンス方法

日常のお手入れ

・ドライクリーニングはできません。

・洗濯機による洗濯・脱水及び乾燥機による乾燥は行わないでください。

・シミ取りの洗濯に用いる洗剤は、かならず中性洗剤をお使いください。

・弱アルカリ性のドライマーク衣料用洗剤や、漂白剤の使用は避けてください。

ご注意

ユニットラグ 施工マニュアル
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②ユニットラグを敷く
ユニットラグを箱から取り出し、裏面の矢印方向を確認
し「流し貼り」または「市松貼り」で敷いてください。

流し
貼り

市松
貼り

掃除機をかける
パイルの毛並みを
起こすようにかけると
効果的です。

粘着テープ
取れにくい髪や糸クズは、
粘着テープで取り除くと
きれいになります。

拭き掃除
固く絞ったタオルや
雑巾で水拭きを
してください。

1.手洗い 2.拭き取り 3.陰干し 4.仕上げ

手洗い方法

ユニットラグの表面が汚れた場合は極力
パイル部のみに水を当てるようにして洗っ
てください。それでも汚れが取れない場合
は中性洗剤を薄めた水で手洗いし、しっか
り水ですすいでください。すすぎが不十分
だと吸着効果が低下し、滑りやすくなる恐
れがあります。

キレイに洗った後、含んだ水を手で振り切
り、さらにタオル等でしっかり水を吸い取っ
てください。水の吸い取りが不十分な場
合、特に裏面は乾燥しにくくなります。

POINT POINT

乾燥は陰干しで行い、なるべく風通しのよ
く、商品が変形しないように平らな場所に
平置きするかまたはズボンハンガーなどで
吊るしてしっかり乾燥させてください。
※完全に乾燥していないと変形や変色、
またカビ・臭いが発生する恐れがあります。

POINT

乾燥後、 反り癖があれば直し、毛並みも揃
えパイルのほつれがあれば、丁寧にハサミ
でカットしてください。

POINT汚れた部分を洗う 水をよく吸い取る よく乾かす ※1 整える

［汚れた部分を洗う場合の注意点］
①タオルや雑巾等で水分や、おおまかな汚れをこすったりせず、吸い取るように取り除きます。
②ぬるま湯に中性洗剤を少量混ぜ、スプレーボトルに入れ、汚れにスプレーをして、タオルでたたくように汚れを吸い取ってください。汚れが広がらないよう
に、タオルのきれいな部分に替えながらたたくのがコツです（中性洗剤の他に、５％程度の重曹水を活用して頂くと汚れが取れやすくなります）。
③それでも取れない場合は、 粉洗剤（弱アルカリ性）をパイルにまぶしてください。その上で 指先で髪の毛を洗うように洗浄し、しっかり汚れが取れたら、洗剤
をお湯できれいに洗い流してください。
④汚れが取れたら、最後に粗めブラシ等でパイルをタテヨコ４方からブラッシングし、しっかり水を切って陰干しを行ってください。
注： 洗剤を使った場合は、最後に洗剤がカーペットに残らないよう、ぬるま湯だけで②の作業を行い、しっかりと拭き取るようにしてください。汚れをタオルに移していく方法が
最も効果的です。

［乾かし方のコツに関して ※1］
①洗った後はしっかり水分を切ってください。ユニットラグを数分間、立て掛けておくと水分は、上から下に流れます。更に図のようにす
ると、角部分に水分が集まります。その部分を手で絞ると水分が切りやすくなります。
②ユニットラグの上下をタオルで挟むような形にし、平らな場所においてタオルの上を歩くようにするとタオルに水分がよく吸い込みま
す。タオルが濡れましたら、乾いた新しいタオルに取り替えて繰り返してください。
③乾燥は陰干しで行い、なるべく風通しのよい、平らな場所で時々、裏表をひっくり返してしっかり乾燥させてください。また、ズボンハ
ンガーなどで吊る方法も乾きやすくお勧めです。水の吸い取りが不十分な場合、特に裏面は乾燥しにくくなります。

ユニットラグをはずして洗っている間に、空いたところにスペアを敷きます。
その際にはパイルが目地に挟まれないようにしてください。色相や表面に微妙な差が出る場合があります。
あらかじめご了承ください。

スペアがあればさらに便利！


